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文芸さろん ―弥生 ―

稀
勢
の
里
春
連
れ
来
た
り
と
き
わ
路
に
　
　
　
堀
さ
ん

天
高
く
夢
果
て
し
な
い
神
宮
の

　
　
　
　
森
を
四
股
踏
む
鬼
の
ま
わ
し
よ
　
　
た
け
や
ん

牛
久
市
の
総
出
の
応
援
夢
か
な
い

　
　
　
　
稀
勢
の
里
関
横
綱
昇
進
　
　
　
　
　
松
岡
さ
ん
　

ひ
さ
び
さ
の
雛
の
茶
会
に
誘
わ
れ
て

　
　
　
　
日
本
の
文
化
に
心
ふ
れ
あ
う
　
　
　
草
葉

寒
空
に
風
に
吹
か
れ
し
身
に
し
み
る

　
　
　
　
朝
日
の
ぼ
る
し
輝
く
ひ
か
り
　
　
　
枝
さ
ん

【作品募集】イラストや俳句、川柳、短歌など

【あ て 先】 〒300-1292牛久市中央3-15-1

「広報うしく文芸さろん」係　 FAX：873-2512 

E-mail：shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

【記載事項】作品、氏名、電話番号、匿名希望の

方はその旨（ペンネームもOK）

問 文化芸術課（中央生涯学習センター内）☎871-2301

明治・大正・昭和の

「昔のうしく」の写真を募集しています。

　
昭
和
12
年
に
撮
影
さ
れ

た
岡
田
第
四
尋
常
小
学
校

の
卒
業
記
念
写
真
で
す

（
写
真
１
）。
女
化
開
拓
地

移
住
者
の
寄
付
に
よ
っ
て

明
治
31
年
に
建
て
ら
れ
た

藁
わらぶき

葺の校舎
昭和１２年撮影

第15回

 タチヤナギ
　
北
海
道
～
九
州
に
分
布
す
る
落
葉

小
高
木
。
牛
久
で
は
牛
久
沼
畔
、川
岸

な
ど
に
自
生
。成
葉
は
披
針
形
な
い
し

長
楕
円
状
披
針
形
。
長
さ
５
～
15
㎝
、

幅
13
～
25
㎜
、
縁
に
細さ
い
き
ょ
し

鋸
歯
が
あ
り
、

側
脈
は
16
～
18
対
、
裏
面
は
淡
緑
色

で
白
色
を
お
び
ま
す
。
雌し
ゆ
う
い
し
ゅ

雄
異
株
。
小

型
の
葉
３
～
６
個
を
つ
け
た
短
い
枝

が
出
て
、
先
に
花
穂
が
直
立
し
、
長
さ

２
～
６
㎝
に
な
り
ま
す
。
雄
し
べ
は
３

個
、花
糸
の
下
方
は
有
毛
。
雌
花
の
子

房
は
無
毛
。
５
月
、
果
実
が
裂
け
、
他

の
ヤ
ナ
ギ
類
と
共
に
枠
内
写
真
の
よ

う
な
白
い
綿
毛
の
あ
る
種
子
が
風
の

強
い
日
に
舞
い
、
雪
が
降
っ
て
い
る
よ

う
な
光
景
に
出
会
い
ま
す
。
名
前
は

漢
字
の
立
柳
、
木
の
姿
が
立
ち
あ
が
っ

て
見
え
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

※
牛
久
の
里
山
樹
木
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

41
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
本
に
関
す
る
お

問
い
合
せ
は
牛
久
自
然
観
察
の
森

（
☎
８
７
４
・
６
６
０
０
）ま
で
。

【
資
料
提
供
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里

山
の
会
樹
木
リ
サ
ー
チ（
文
章
…
戸

塚
昌
宏
、
写
真
…
渡
辺
泰
）

裂開始めの果実：
城中町稲荷川岸
平成12年5月12日撮影

校
舎（
写
真
２
）は
藁
葺
の

曲
が
り
家
で
、
３
つ
の
教

室
と
職
員
室
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
し
た（
図
1
）。

　
同
校
は
昭
和
13
年
春
に

新
校
舎
建
築
工
事
が
始
ま

り
、
こ
の
と
き
藁
葺
の
校

舎
は
解
体
さ
れ
ま
し
た
。▲校舎平面図（図1）

▲大正初期に撮影された藁葺の校舎（写真2）

▲校舎前での集合写真（写真1）

※ 写真2・図1ともに『女化 土づくりムラづくり苦闘百年』

昭和60年刊行より

結実期の樹冠：城中町稲荷川岸

平成12年5月16日撮影
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